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石 井 土 地 区 画 整 理 事 業
坂戸中央２日の出町土地区画整理事業
片 柳 土 地 区 画 整 理 事 業
関 間 四 丁 目 土 地 区 画 整 理 事 業
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会

区 分 歳 入 歳 出
6億2,150万円
6,261万円

6億1,023万円
1億8,212万円

107億3,865万円
71億5,520万円
11億4,653万円

56万円

4億9,010万円
3,958万円

4億8,958万円
1億5,530万円

104億1,642万円
67億1,284万円
11億1,415万円

38万円

特別会計とは？
　特別会計とは、普通地方公共
団体が特定の事業を行う場合、
その他特定の歳入を特定の歳出
に充て、一般の歳入・歳出と区
分して経理する必要がある場合
に、条例によって設置すること
ができるものです。（地方自治法
第 209条）

平成30年度一般会計決算

平成30年度特別会計決算

市税  133億 9,860万円
43.8%

国庫支出金  45億 2,931万円 14.8%

市債  23億 549万円  7.5%

地方交付税  26億 8,932万円 8.8%

地方譲与税  2億 4,908万円  0.8%

県支出金  17億 6,526万円  5.8%

繰入金  10億 6,108万円  3.5%

地方消費税交付金  16億 7,316万円  5.5%

分担金及び負担金  3億 4,974万円  1.1%

繰越金  14億 3,084万円  4.7%

使用料及び手数料  3億 283万円  1.0%

その他  8億 4,158万円  2.7%

歳　入
305億9,629万円

歳　出
295億8,363万円

議会費  2億 4,086万円  0.8%

消防費  14億 484万円  4.7%

衛生費  24億 4,260万円  8.3%

教育費  30億 7,507万円 10.4%

公債費  24億 2,739万円  8.2%

商工費  1億 31万円  0.3%

農林水産業費  1億 9,316万円  0.7%

土木費  31億 8,384万円 10.8%

総務費 47億 7,018万円  16.1%

民生費  117億 210万円
39.6%

労働費  4,328万円  0.1％

 

〈
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
制
定
の
件
〉

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
。

答　
法
改
正
に
よ
り
特
別
職
非
常
勤

職
員
の
任
用
が
厳
格
化
さ
れ
、
専
門

的
な
知
識
、
経
験
等
に
基
づ
き
助
言
、 

調
査
等
を
行
う
職
に
限
定
さ
れ
た
た

め
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
特
別
職
非

常
勤
職
員
が
、
基
本
的
に
は
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
移
行
対
象
と
な
る
。 

総
務
省
は
、
具
体
例
と
し
て
消
費
生

活
相
談
員
、
公
民
館
職
員
、
部
活
動

指
導
員
等
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
を

参
考
に
移
行
対
象
と
な
る
職
の
整
理 

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
職
員
等
は
、
基
本
的
に
全
て

の
職
が
移
行
対
象
と
な
る
。

 

〈
坂
戸
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例

制
定
の
件
〉

問　
基
金
設
置
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答　
本
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税

が
市
に
譲
与
さ
れ
、
間
伐
や
人
材
育

成
等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
と
な
る

が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
活
用
事

業
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
す
る
た

め
、
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
２
回
9
月
定
例
会
（
８
月
27
日
～
9
月
19
日
・
24
日
間
）

る
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
全
小
・
中

学
校
の
職
員
を
対
象
に
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
良
好
な
管
理
に
努
め
、
職
場
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

 

〈
平
成
30
年
度
坂
戸
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
〉

問　
高
齢
者
が
要
支
援
、
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
要
介
護

状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
可
能
な

限
り
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む

た
め
の
地
域
支
援
事
業
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
、
地
域
支
援
事
業
を
ど
の
よ
う

に
強
化
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
支
援
事
業
の
中
で
も
、
一

般
介
護
予
防
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
体
制

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
、

介
護
予
防
教
室
等
に
取
り
組
む
自
主

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
市
民
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
等
の
専
門
職
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
事
業
を
強
化
、
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
な
体
制
整
備
や
事
業
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
23
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
承
認
・
認
定
及
び
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

９ 

月
定
例
会
日
程

主
な
総
括
質
疑

　
〈
平
成
30
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
〉

問　
昨
年
度
か
ら
有
料
化
さ
れ
た
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
前
年

度
比
で
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
猛

暑
等
が
重
な
っ
た
ほ
か
、
毎
日
利
用

し
て
い
た
方
の
利
用
回
数
が
減
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

利
用
者
数
を
回
復
さ
せ
る
の
か
。

答　
有
料
化
に
当
た
り
、
当
初
は
利

用
者
が
半
数
程
度
ま
で
減
少
す
る
と

見
込
ん
で
い
た
が
、
送
迎
バ
ス
の
無

料
化
や
事
業
の
充
実
等
の
改
善
を
図

り
、
利
用
者
数
は
約
25
％
の
減
少
と

な
っ
た
。
引
き
続
き
多
く
の
方
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
チ
ラ
シ
配

布
等
の
周
知
を
行
う
。

問　
入
西
小
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い

る
産
業
医
の
役
割
と
そ
の
効
果
、
ま

た
、
産
業
医
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い

職
員
50
人
未
満
の
学
校
へ
の
対
応
は
。

答　
産
業
医
に
は
、
健
康
診
断
等
を

通
じ
、
小
・
中
学
校
の
職
員
の
健
康

管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
月
１
回
学

校
を
巡
回
、
勤
務
実
態
等
の
点
検
等

を
行
い
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
所
要

の
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
役
割
が
あ

る
。
そ
の
効
果
は
、
学
校
が
専
門
的

な
立
場
か
ら
職
員
の
健
康
保
持
増
進

等
に
つ
い
て
助
言
を
得
ら
れ
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
職
員
50
人
未
満
の
学

校
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
上
、
産

業
医
の
配
置
は
努
力
義
務
と
な
る
た

め
、
現
在
産
業
医
を
配
置
し
て
い
な

い
が
、
入
西
小
以
外
の
全
て
の
学
校

で
職
員
の
勤
務
実
態
等
を
把
握
し
、

労
働
安
全
衛
生
の
管
理
に
努
め
て
い

８
月
27
日
（
開
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
上
程
～
提
案
説
明

８
月
30
日

○
議
案
に
対
す
る
質
疑
（
総
括
質
疑
）

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
３
日

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

総
務
文
教
分
科
会

９
月
４
日

○
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

市
民
福
祉
分
科
会

９
月
５
日

○
環
境
都
市
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算　

環
境
都
市
分
科
会

９
月
10
・
11
・
12
日

○
市
政
一
般
質
問

９
月
13
日

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
19
日
（
閉
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
討
論
～
採
決

○
議
員
提
出
議
案
の
上
程
～
採
決 
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〈
付
託
議
案
第
17
・
34
号
〉

問　
婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
県

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
本
市
の
登
録
会
員
数
は
７

月
末
現
在
県
内
で
４
番
目
と
の
こ
と

だ
が
、
本
市
会
員
で
結
婚
さ
れ
た
方

は
い
る
の
か
。

答　
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ 

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
結
婚
に
よ
る
退
会

数
は
７
月
末
現
在
15
組
、
30
名
で
あ

る
が
、
こ
の
中
に
は
本
市
会
員
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

問　
災
害
用
備
蓄
品
等
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
災
害
時
に
水
を
確
保
す
る

た
め
に
指
定
避
難
所
に
浄
水
器
を
配

備
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
坂
戸
市
備
蓄
基
本
計
画
に
お
い

て
配
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
処
理
能
力
の
大
き
い
浄
水

器
を
計
画
的
に
配
備
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
優
先
順
位
を
考
慮
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て
、

歴
史
的
価
値
の
あ
る
遺
物
や
偉
人
の

資
料
等
を
一
元
的
に
整
備
し
公
開
す

る
こ
と
は
、
本
市
に
人
を
呼
び
込
む

た
め
の
投
資
的
な
側
面
が
あ
る
と
考

え
る
。
遺
物
等
を
一
元
的
に
管
理
、

整
備
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
館
料

を
設
け
る
こ
と
等
も
視
野
に
入
れ
て

公
開
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

答　
本
施
設
は
歴
史
的
に
非
常
に
価

値
の
あ
る
建
物
で
あ
り
、
国
庫
補
助

等
を
活
用
し
、
将
来
を
見
据
え
た
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
整
備
計
画
を
総

合
的
に
構
築
す
る
こ
と
が
最
善
と
考

え
る
。
貴
重
か
つ
多
様
な
文
化
財
を

一
元
的
に
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
外
の
入
館
者
を
呼
び
込
む
こ
と

に
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
今
後

は
、
補
助
対
象
と
な
り
得
る
事
業
と

し
て
展
開
で
き
る
方
策
な
ど
に
も
注

視
し
、
総
合
的
に
在
り
方
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　
生
活
習
慣
や
言
語
に
お
い
て
指

導
が
必
要
と
思
わ
れ
る
外
国
籍
の
児

童
生
徒
等
に
対
し
、
非
常
勤
職
員
を

派
遣
し
、
日
本
語
指
導
等
を
行
う
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
シ
ス
ト
事
業

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
日
本
語
指

導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
日
本
語
を
指
導
す
る
非
常
勤
講

師
に
よ
り
、
在
籍
学
級
と
は
別
教
室

で
指
導
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
取
り
出

し
型
の
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
母
国
語
が
１
言
語
の
場

合
は
１
時
限
、
２
言
語
以
上
の
場
合

は
２
時
限
を
基
本
と
し
、
対
象
児
童

生
徒
が
多
い
学
校
に
つ
い
て
は
必
要

に
応
じ
指
導
時
間
を
増
や
し
て
い
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
セ
キ 

ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
内
蔵

さ
れ
て
い
る
I
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は

記
録
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
顔
写
真
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
の
暗
証
番

号
な
ど
に
よ
り
、
第
三
者
に
よ
る
悪

用
が
難
し
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問　
生
活
困
窮
者
へ
自
立
に
向
け
た

包
括
的
な
支
援
を
行
う
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
の
今
後
の
課
題
は
。

答　
高
齢
者
が
働
け
る
会
社
が
少
な

い
こ
と
、
地
域
の
商
工
会
や
企
業
等

と
の
更
な
る
連
携
及
び
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
を
含
め
た
連
携
方
法
等
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
相
談
件

数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
国
が

示
す
目
安
値
よ
り
多
い
こ
と
か
ら
、

相
談
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る
、

就
労
支
援
の
内
容
は
。

答　
就
労
能
力
が
あ
る
方
及
び
就
労

を
希
望
す
る
高
齢
者
等
に
対
し
、
就

労
支
援
員
及
び
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

一
体
と
な
っ
て
、
就
労
支
援
を
行
う
。

問　
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

の
開
催
状
況
は
。

答　
昨
年
度
は
、
市
内
４
つ
の
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
り
市
内

一
部
の
公
民
館
及
び
北
坂
戸
に
ぎ
わ

い
サ
ロ
ン
城
西
大
学
の
４
会
場
に
て

合
計
１
８
１
回
開
催
さ
れ
、
参
加
者

は
延
べ
１
１
７
２
名
で
あ
っ
た
。
中

国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
の
方
の
参
加
が
多
か
っ
た
。

問　
太
陽
光
発
電
設
置
費
補
助
金
を

利
用
し
て
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
に
よ
り
、
本
市
で
は
ど
の
程

度
の
省
エ
ネ
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か
。

答　
平
成
30
年
度
に
補
助
金
を
利
用

し
て
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の
総
出
力

は
、
合
計
４
４
７
・
０
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
補
助
件
数
当
た
り
の
平
均
で
は

５
・
９
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
５
・

９
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
パ
ネ
ル
が
１
年

間
に
発
電
で
き
る
量
は
約
５
９
６
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
。
環
境
省
に
よ

れ
ば
、
世
帯
当
た
り
の
電
気
の
年
間

消
費
量
は
４
３
９
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
で
あ
り
、
天
候
等
に
よ
る
発
電

量
へ
の
影
響
等
も
あ
る
が
、
補
助
金

を
利
用
し
て
設
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
の

年
間
発
電
量
は
、
世
帯
当
た
り
の
年

間
消
費
量
を
上
回
っ
て
い
る
と
見
込

め
る
。

問　
平
成
29
年
度
に
要
綱
を
定
め
た

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
認
証
制
度
の
進
捗

状
況
は
。

答　
に
ん
じ
ん
、
な
す
、
ほ
う
れ
ん

草
等
日
常
的
に
需
要
の
多
い
野
菜
を

中
心
に
、
延
べ
24
品
目
を
認
証
し
て

い
る
。
認
証
件
数
の
年
度
ご
と
の
内

訳
は
、
平
成
29
年
度
に
18
件
、
平
成

30
年
度
に
６
件
で
あ
る
。

問　
空
き
家
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

取
組
は
。

答　
空
き
家
の
発
生
要
因
の
半
数
以

上
が
相
続
で
あ
る
と
の
統
計
が
出
て

い
る
た
め
、
相
続
に
備
え
る
取
組
が

重
要
だ
と
考
え
る
。
県
で
は
、
空
き

家
対
策
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
県
内

の
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
を
対
象
に
、
遺

言
な
ど
の
相
続
対
策
の
意
識
啓
発
を

目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

本
市
で
も
県
と
連
携
し
、
市
内
で
こ

の
よ
う
な
取
組
を
行
い
、
空
き
家
発

生
の
抑
制
に
努
め
た
い
。

問　
北
坂
戸
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
事
業
内
容
は
。

答　
旧
北
坂
戸
小
学
校
用
地
等
の
公

的
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
、
民
間
活
力

の
導
入
に
よ
る
多
世
代
交
流
拠
点
施

設
等
の
立
地
に
向
け
た
基
本
計
画
の

策
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨

年
度
は
、
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、

交
通
量
調
査
に
よ
る
地
区
の
現
況
の

把
握
、
課
題
の
整
理
等
を
行
っ
た
。

　
〈
付
託
議
案
第
25
・
26
・
28
・
29
・

32
号
〉

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導

入
の
経
緯
は
。

答　
地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
は
地
方
行
政
の
重
要
な
担
い
手

で
あ
り
、
適
正
な
任
用
と
勤
務
条
件

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
法

改
正
が
行
わ
れ
、
制
度
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

〈
付
託
議
案
第
22
・
23
・
24
・
30
・

31
・
35
・
36
号
〉

問　
県
が
実
施
す
る
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
を
修
了
し
た

職
員
が
な
る
、
放
課
後
児
童
支
援
員

の
配
置
基
準
は
。

答　
国
の
基
準
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
学
童
保
育
所
の
支
援

の
単
位
ご
と
に
最
低
１
人
配
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
〈
付
託
議
案
第
18
・
19
・
20
・
21
・

27
・
33
・
37
・
38
号
〉

問　
森
林
環
境
整
備
基
金
に
つ
い
て
、

本
市
に
は
坂
戸
市
緑
と
花
と
清
流
基

金
が
あ
る
が
統
一
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
坂
戸
市
緑
と
花
と
清
流
基
金
は

緑
の
中
の
一
部
に
森
林
と
い
う
概
念

も
あ
り
、
森
林
の
保
全
や
緑
化
に
お

い
て
森
林
環
境
整
備
基
金
と
共
通
し

た
部
分
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

森
林
環
境
整
備
基
金
は
、
学
校
教
室

の
木
質
化
と
い
っ
た
木
材
の
利
用
促

進
を
図
る
事
業
等
、
森
林
整
備
及
び

そ
の
促
進
に
資
す
る
内
容
と
な
る
た

め
、
清
流
基
金
で
は
全
て
を
賄
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
原
資
と
な

る
森
林
環
境
譲
与
税
は
国
か
ら
譲
与

さ
れ
、
使
途
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
た
め
、
譲
与
税
に
係
る
単
独

の
基
金
を
設
置
し
、
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

予
算
決
算

総
務
文
教

市
民
福
祉

環
境
都
市
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【 

賛
成
多
数
で
認
定 

】

【
反　
対
】

　
平
成
29
年
度
以
降
黒
字
で
推
移
し

て
い
る
実
質
収
支
は
、
平
成
30
年
度

は
９
億
６
千
万
円
と
前
年
度
よ
り
減

少
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
が
取
崩
し
額
を
大
幅
に
上
回
っ

た
こ
と
で
実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字

と
な
っ
た
。
基
金
総
額
は
約
51
億
４ 

千
万
円
で
、
特
に
財
政
調
整
基
金
が

約
46
億
９
千
万
円
と
な
り
、
市
長
が

公
約
で
述
べ
て
い
る
約
40
億
を
上
回

る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
有
料
化
等
、

重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る
高
齢
者
や

社
会
的
弱
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
は
異
議
が
あ
る
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、
企
業
間
の
格
差

や
市
民
生
活
に
お
け
る
貧
困
と
格
差

は
、
極
め
て
深
刻
な
状
態
に
あ
る
と

考
え
る
。
行
政
と
し
て
の
総
括
的
経

済
分
析
も
、
こ
の
状
態
を
念
頭
に
分

析
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
生
活
を

守
る
最
後
の
砦
で
あ
る
行
政
の
姿
勢

と
し
て
は
、
福
祉
を
削
っ
て
40
億
円

の
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
が
先
行

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

【
賛　
成
】

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
の
歳

入
は
、
基
幹
収
入
で
あ
る
市
税
が
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
影
響
な
ど

か
ら
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
地
方

消
費
税
交
付
金
や
国
庫
支
出
金
な
ど

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

を
約
９
億
８
千
万
円
上
回
っ
た
。
歳

出
も
約
14
億
円
の
増
額
と
な
り
、
経

常
収
支
比
率
や
公
債
費
負
担
比
率
は

前
年
度
よ
り
上
昇
し
た
が
、
実
質
収

支
は
約
９
億
６
千
万
円
確
保
さ
れ
、

財
政
調
整
の
た
め
の
３
基
金
の
残
高

は
50
億
円
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す

る
中
で
も
、
将
来
を
見
据
え
、
効
率

的
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
高
く
評
価
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
財
源
の
重
点
的
な
配

分
と
経
費
節
減
、
合
理
化
に
よ
る
効

率
的
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

議
員
提
出
議
案

坂
戸
市
手
話
言
語
条
例
制
定
の
件

　
本
条
例
は
、
手
話
が
言
語
で
あ
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
の
普
及

に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
市
の

責
務
並
び
に
市
民
及
び
事
業
者
の
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
手
話
へ
の
理
解
及
び
手
話
の

普
及
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
手

話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
人
格
及

び
個
性
を
尊
重
し
て
支
え
合
う
共
生

社
会
の
実
現
を
図
り
、
も
っ
て
市
を

住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
豊
か
に

生
き
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ろ
う
者
及
び
ろ
う
者
以
外
の
者
が
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に
し
、

相
互
に
人
格
及
び
個
性
を
尊
重
し
て

様
々
な
活
動
を
行
う
こ
と
等
を
基
本

と
し
て
、
ろ
う
者
の
意
思
疎
通
を
行

う
権
利
を
尊
重
し
、
手
話
の
普
及
を

図
ろ
う
と
す
る
条
例
で
あ
る
。

坂
戸
市
振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
防

止
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

　
本
条
例
は
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の

被
害
防
止
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、

振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
を
防
止
し
、

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
被
害
の

防
止
に
関
す
る
留
意
事
項
そ
の
他
の

必
要
事
項
を
定
め
、
振
り
込
め
詐
欺

等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動

の
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
条
例
で
あ

る
。

議
案
第
17
号

平
成
30
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

提 出 議 案 と そ の 結 果 (令和元年9月定例会)

全会一致の議案
議案番号 議　　案　　名 議案番号 議　　案　　名

第 16 号
専決処分の承認を求めることについて（令
和元年度坂戸市一般会計補正予算（専決第
2号）関係）

第 29 号 坂戸市スポーツ推進審議会条例の一部を改
正する条例制定の件

第 18 号
平成30年度坂戸市坂戸都市計画事業石井土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定
について

第 30 号
坂戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定の件

第 19 号
平成30年度坂戸市坂戸都市計画事業坂戸中
央 2日の出町土地区画整理事業特別会計歳
入歳出決算認定について

第 31 号
坂戸市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例制定の件

第 20 号
平成30年度坂戸市坂戸都市計画事業片柳土
地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定
について

第 32 号 会計年度任用職員の報酬等に関する条例制
定の件

第 21 号
平成30年度坂戸市坂戸都市計画事業関間四
丁目土地区画整理事業特別会計歳入歳出決
算認定について

第 33 号 坂戸市森林環境整備基金条例制定の件

第 22 号 平成30年度坂戸市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について 第 34 号 令和元年度坂戸市一般会計補正予算（第 2

号）を定める件

第 23 号 平成30年度坂戸市介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 第 35 号 令和元年度坂戸市国民健康保険特別会計補

正予算（第 1号）を定める件

第 24 号 平成30年度坂戸市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 第 36 号 令和元年度坂戸市介護保険特別会計補正予

算（第 1号）を定める件

第 25 号 平成30年度坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平
委員会特別会計歳入歳出決算認定について 第 37 号 市道路線の認定について（市道第 8011 号

路線関係）

第 26 号 職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例制定の件 第 38 号 市道路線の認定について（市道第 8012 号

路線関係）

第 27 号 坂戸市手数料条例の一部を改正する条例制
定の件

議員提出
第  1  号 坂戸市手話言語条例制定の件

第 28 号 坂戸市立幼稚園授業料徴収条例の一部を改
正する条例制定の件

議員提出
第  2  号

坂戸市振り込め詐欺等の被害防止に関する
条例制定の件

賛否の分かれた議案

※討論の要旨は７ページに記載してあります。

〇　賛成
×　反対

会　　派　　名

民
政
ク
ラ
ブ

み
　
ら
　
い

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党

さ
か
ど
新
政
会

無
　
会
　
派

議案番号 議 　 案 　 名 ( ４人 ) ( ４人 ) ( ４人 ) ( ３人 ) ( ２人 ) ( １人 )

第 17 号 平成30年度坂戸市一般会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 × 〇 〇 〇

民 政 ク ラ ブ み 　 ら 　 い 日 本 共 産 党 公  明  党 さかど新政会 無 会 派

小
川
直
志

加
藤
則
夫

石
井  

寛

森
田
文
明

小
澤
　

弘

大
澤

男

内
田
達
浩

田
中
　

栄

吉
岡
茂
樹

新
井
文
雄

鈴
木
友
之

平
瀬
敬
久

藤
野  

登

柴
田
文
子

野
沢
聖
子

飯
田  

恵

猪
俣
直
行

武
井  

誠

（
古
内
秀
宣
）

（令和元年９月19日現在）

（
　
　
）
は
議
長
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一般質問　　市民の願いを実らせるために 一般質問  原稿は質問者本人が執筆したものですので、あらかじめご了承ください
　
坂
戸
西
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
周
辺
開
発
に
つ
い
て

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問　
坂
戸
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ 

ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
の
現
状
は
。

答　
企
業
用
地
20
・
３
㌶
の
取
得
者

で
あ
る
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
に
よ
り
、

西
イ
ン
タ
ー
一
丁
目
に
大
型
物
流
施

設
が
建
設
中
で
あ
り
、
二
丁
目
に
も

物
流
施
設
が
建
設
さ
れ
、
日
本
光
電

工
業
㈱
が
入
居
し
操
業
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。
残
り
３
区
画
約
９
・
３
㌶

も
企
業
誘
致
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
工
業
地
域
で
あ
る
同
地
区
内
で

建
設
が
可
能
な
建
築
物
の
範
囲
は
。

答　
計
画
で
大
規
模
商
業
施
設
や
住

宅
等
の
建
築
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

問　
一
丁
目
に
建
設
中
の
大
型
物
流

施
設
に
は
最
大
24
テ
ナ
ン
ト
が
入
居

す
る
と
聞
い
て
い
る
が
従
業
員
数
は
。

答　
事
業
者
と
の
計
画
で
は
約
千
人

を
想
定
し
て
い
る
。

問　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発

に
よ
る
本
市
財
政
へ
の
効
果
は
。

答　
市
税
の
増
収
で
あ
る
。
特
に
固

定
資
産
税
で
あ
り
、
土
地
は
企
業
用

地
全
体
で
約
６
千
万
円
、
家
屋
は
現

在
の
２
施
設
で
約
２
億
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
家
屋
内
の

問　
本
市
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
取

組
に
つ
い
て
は
。

答　
平
成
26
年
に
「
第
２
次
坂
戸
市

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
様
々
な
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
健

康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

特
定
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
な
ど
の

各
種
健
（
検
）
診
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
市
は
県
の
受
診
率
よ
り
低

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
更
な
る
受
診

勧
奨
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
の
機
会
に
つ
な
げ
る

た
め
、
特
定
保
健
指
導
や
健
康
教
育
、

健
康
相
談
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
地
域

で
の
健
康
に
関
す
る
出
前
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
等
の
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

現
在
も
継
続
し
て
い
る
女
子
栄
養
大

学
と
連
携
し
た
「
坂
戸
市
葉
酸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
や
、
楽
し
み
な

が
ら
運
動
に
取
り
組
め
る
「
埼
玉
県

コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
な
ど

を
通
じ
て
、
更
な
る
市
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
食
育
の
取
組
に
つ
い
て
は
。

答　
全
て
の
年
代
に
お
い
て
切
れ
目

償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
や
企

業
進
出
に
伴
う
法
人
市
民
税
、
雇
用

の
創
出
に
よ
る
個
人
住
民
税
等
の
増

収
も
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
残
り
３

区
画
へ
の
企
業
誘
致
が
進
め
ば
同
様

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発

に
伴
う
交
通
安
全
対
策
は
。

答　
大
型
物
流
施
設
の
稼
働
後
、
周

辺
道
路
の
影
響
に
つ
い
て
警
察
や
道

路
管
理
者
と
も
協
議
し
、
交
通
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
坂
戸
毛
呂
山
線
で
は
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
そ
の
渋

滞
を
避
け
る
車
が
北
坂
戸
橋
に
も
流

れ
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
旧
北
坂

戸
小
先
交
差
点
に
右
折
専
用
帯
を
設

置
し
て
渋
滞
解
消
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　
交
差
点
形
状
を
考
慮
す
る
と
土

地
取
得
も
必
要
と
な
る
の
で
今
後
、

調
査
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

の
な
い
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
乳

児
の
保
護
者
に
対
す
る
離
乳
食
の
進

め
方
の
学
習
の
機
会
の
提
供
や
、
市

内
の
全
小
・
中
学
校
で
「
食
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
な
ど
の
ほ
か
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
協

働
に
よ
り
、
各
種
食
育
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
。

問　
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
。

答　
小
学
校
５
・
６
年
生
、
中
学
校 

１
・
２
年
生
を
対
象
に
、
家
庭
科
、

道
徳
、
特
別
活
動
、
体
育
科
の
保
健

分
野
の
授
業
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

問　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
今

後
の
展
開
は
。

答　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
に
関
す
る

知
識
の
普
及
や
学
習
の
機
会
の
提
供

に
引
き
続
き
努
め
、
様
々
な
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
今
後
も
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

問　
現
在
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

費
は
合
計
す
る
と
、
年
間
で
３
億
８ 

千
万
円
を
超
え
る
金
額
と
な
る
が
、

口
座
の
管
理
状
況
は
。

答　
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

に
お
い
て
、
校
長
名
義
の
単
一
の
口

座
で
管
理
し
て
い
る
。

問　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る

の
か
。

答　
給
食
費
会
計
の
収
支
状
況
や
未

納
状
況
に
つ
い
て
把
握
し
、
一
元
管

理
し
て
い
る
。

問　
本
市
で
は
現
在
公
会
計
に
移
行

し
、
財
政
状
況
の
公
開
等
、
市
民
に

も
「
見
え
る
化
」
が
進
捗
し
て
い
る
。

私
会
計
の
学
校
給
食
費
に
関
し
、
そ

の
収
支
状
況
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問　
教
職
員
の
負
担
軽
減
等
、
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
管
理
職
等
へ
の
負
担
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
私
会
計
を
公
会
計
化
す
る
メ
リ 

ッ
ト
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
一
つ
目
は
、
学
校
管
理
職
等
の

負
担
軽
減
及
び
長
時
間
勤
務
の
縮
減
。

二
つ
目
は
、
会
計
業
務
の
透
明
性
の

向
上
。
三
つ
目
は
、
歳
入
歳
出
予
算

は
分
け
て
管
理
さ
れ
、
安
定
的
な
食

材
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
。

問　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

国
、
県
等
の
動
向
を
注
視
し
、
導
入

に
向
け
て
、
検
討
し
た
い
。

 

児
童
の
見
守
り
等
に
つ
い
て　
　

問　
見
守
り
の
課
題
は
、
児
童
が
１

人
に
な
る
「
空
白
地
帯
」
で
あ
る
。

こ
の
課
題
解
決
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た
い
。

問　
２
０
２
１
年
度
ま
で
が
計
画
期

間
で
あ
る
が
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答　
目
標
、
指
標
を
１
０
３
項
目
設

定
し
て
い
る
が
、
達
成
33
項
目
、
事

業
廃
止
等
２
項
目
、
継
続
実
施
68
項

目
で
あ
る
。

問　
社
会
情
勢
の
変
化
、
例
え
ば
消

費
税
率
引
上
げ
、
外
国
人
労
働
者
の

急
増
、
介
護
保
険
の
負
担
増
、
収
束

し
て
い
な
い
原
発
事
故
、
経
済
格
差

の
拡
大
な
ど
へ
の
対
応
は
。

答　
毎
年
度
実
施
計
画
を
示
し
な
が

ら
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

問　
市
長
は
ど
の
よ
う
な
坂
戸
市
の

未
来
像
を
描
い
て
い
る
か
。

答　
ま
ず
財
政
基
盤
の
安
定
。
お
金

が
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。
地
に

足
を
つ
け
て
一
歩
一
歩
や
っ
て
い
き

た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
お

金
を
使
い
た
い
。
市
民
に
喜
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
公
的
認
証

問　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
等
の
公
的
認

証
制
度
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況
は
。

答　
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
26
、
県
内
で
の
導
入
事
例
は
な
い

が
、
さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
来
年
４

月
の
導
入
を
目
途
に
準
備
し
て
い
る
。

問　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
た
ち
か
ら
の
相

談
状
況
と
相
談
体
制
の
充
実
は
。

答　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

昨
年
度
の
相
談
件
数
１
５
９
件
の
う

ち
10
件
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
相
談

で
あ
っ
た
。
効
果
的
な
相
談
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
制
度
導
入
の
た
め
の
調
査
、
啓

発
は
必
要
で
あ
る
が
、
一
方
で
ま
ず

認
証
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
市
民
の
理
解
が
進
む
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
が
。

答　
適
用
範
囲
や
効
果
の
見
込
み
が

不
明
で
あ
る
。
想
定
さ
れ
る
関
連
業

界
等
の
理
解
も
不
可
欠
で
あ
る
。

問　
制
度
導
入
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

答　
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
推
進
に
つ
い
て

　
第
６
次
坂
戸
市
総
合
振
興
計
画
と
来
年
度
予
算
編
成

藤
野　
　
登

森
田　
文
明

武
井　
　
誠

飯
田　
　
恵
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一般質問　原稿は質問者本人が執筆したものですので、あらかじめご了承ください

10

一般質問　　一般質問の詳細は、ホームページでご覧いただけます
　
高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て

問　
高
齢
運
転
者
に
よ
る
人
身
事
故

の
主
な
原
因
は
。

答　
埼
玉
県
警
察
の
資
料
に
よ
る
と
、

安
全
不
確
認
に
よ
る
事
故
が
一
番
多

く
、
次
に
脇
見
運
転
が
多
い
状
況
で

あ
る
。

問　
県
内
の
人
身
事
故
の
年
代
ご
と

の
総
数
に
占
め
る
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故

の
割
合
は
。

答　
65
歳
未
満
の
事
故
で
は
１
・
０ 

％
、
75
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
事
故
で

は
２
・
４
％
と
年
代
が
上
が
る
に
つ

れ
高
く
な
っ
て
い
る
。

問　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
支
援

事
業
の
市
民
バ
ス
無
料
特
別
乗
車
証

ま
た
は
回
数
券
の
交
付
実
績
は
。

答　
平
成
29
年
度
か
ら
支
援
事
業
を

開
始
し
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
は
、

無
料
特
別
乗
車
証
13
人
、
回
数
券
２ 

２
２
人
の
合
計
２
３
５
人
で
あ
る
。

問　
安
全
運
転
支
援
装
置
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　
装
置
が
誤
っ
た
ペ
ダ
ル
操
作
を

感
知
し
て
加
速
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
操
作
ミ
ス
を
警
告
す
る
も
の
で
あ

問　
近
年
の
婚
姻
届
出
件
数
は
減
少

傾
向
で
あ
る
が
本
市
で
新
婚
生
活
を

す
る
世
帯
へ
の
優
遇
措
置
は
あ
る
か
。

答　
新
婚
世
帯
を
優
遇
す
る
施
策
は

実
施
し
て
い
な
い
。

問　
本
市
で
新
婚
生
活
を
始
め
る
世

帯
に
対
し
、
結
婚
祝
い
金
や
記
念
品

等
の
祝
意
を
表
す
考
え
は
。

答　
結
婚
生
活
を
送
る
場
所
に
本
市

を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
方
を
応
援
し
、

祝
意
を
表
す
方
策
に
つ
い
て
、
先
行

事
例
を
検
証
し
事
業
効
果
が
あ
る
か

研
究
す
る
。

問　
子
育
て
世
帯
も
減
少
し
て
い
る

が
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
ど
こ
よ
り
も

お
祝
い
す
る
ま
ち
と
し
て
、
出
産
祝

い
金
な
ど
祝
意
を
表
す
考
え
は
。

答　
現
在
実
施
の
出
生
世
帯
向
け
商

品
券
交
付
事
業
の
効
果
や
、
他
市
等

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
す
る
。

問　
群
馬
県
高
崎
市
が
開
始
し
た
事

業
の
「
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
主
に
乳
幼
児
を
抱
え
る
保
護
者

に
対
す
る
支
援
で
、
登
録
も
回
数
制

限
も
な
く
、
１
時
間
２
５
０
円
と
安

価
な
た
め
反
響
が
大
き
い
。
本
市
も

る
。

問　
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
に
係

る
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
。

答　
東
京
都
、
東
京
都
豊
島
区
、
福

井
県
、
岡
山
県
美み

ま
さ
か作
市
等
で
あ
る
。

問　
東
京
都
の
補
助
金
と
併
せ
、
豊

島
区
の
補
助
金
を
利
用
す
る
こ
と
で

利
用
者
負
担
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ
無
く
な
る
。

県
の
安
全
運
転
支
援
装
置
の
設
置
補

助
の
実
施
の
有
無
は
。

答　
補
助
実
施
の
予
定
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
。

問　
安
全
運
転
支
援
装
置
は
踏
み
間

違
い
に
よ
る
事
故
防
止
に
有
効
な
支

援
装
置
で
あ
る
と
考
え
る
。
取
付
け

を
考
え
る
市
民
へ
の
後
押
し
と
な
る

補
助
制
度
の
導
入
の
考
え
は
。

答　
国
や
県
に
よ
る
補
助
制
度
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
く
。

同
様
の
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　
妊
娠
期
や
就
学
前
児
童
の
保
護

者
の
精
神
的
、
身
体
的
負
担
の
軽
減

の
た
め
の
支
援
事
業
で
、
子
育
て
の

孤
立
防
止
等
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
事
業
実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

問　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
、
調
査
の
窓
口
を
増
や
し

た
り
、
子
育
て
世
代
の
方
に
モ
ニ
タ 

ー
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
幅
広
い

分
野
か
ら
意
見
や
感
想
を
聞
き
、
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
や
乳
幼

児
健
診
時
、
ま
た
、
学
校
を
通
じ
て

な
ど
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
子
育

て
世
代
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た

め
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

問　
デ
イ
ジ
ー
図
書
を
聞
く
た
め
の

視
覚
障
害
者
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー

ダ
ー
は
無
償
で
給
付
さ
れ
る
の
か
。

答　
視
覚
障
害
者
の
場
合
、
原
則
１

割
負
担
だ
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
無
償
給
付
の
場
合
が
あ
る
。

問　
「
声
の
広
報
」
等
の
取
組
は
。

答　
「
広
報
さ
か
ど
」
を
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
団
体
に
音
訳
、
デ
イ
ジ
ー
デ
ー

タ
化
し
て
も
ら
い
、
Ｃ
Ｄ
版
に
し
て

希
望
す
る
視
覚
障
害
者
に
郵
送
す
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
音
声

を
公
開
し
て
い
る
。

問　
視
覚
障
害
者
へ
の
さ
か
っ
ち
バ

ス
・
ワ
ゴ
ン
の
時
刻
表
情
報
提
供
は
。

答　
前
述
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

作
成
し
た
デ
イ
ジ
ー
版
時
刻
表
Ｃ
Ｄ

を
配
布
し
て
お
り
、
ほ
か
に
利
用
希

望
者
に
は
無
料
配
布
も
し
て
い
る
。

問　
視
覚
障
害
で
通
常
の
教
科
書
が

利
用
困
難
な
児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答　
弱
視
等
で
配
慮
が
必
要
な
場
合
、

拡
大
教
科
書
を
使
用
し
て
い
る
。

問　
デ
イ
ジ
ー
図
書
導
入
の
考
え
は
。

答　
本
市
で
教
員
用
に
導
入
し
て
い

る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
は
音
声
読
み

上
げ
機
能
が
あ
り
、
活
用
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

導
入
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
た
い
。

問　
図
書
館
で
の
対
応
は
。

答　
視
覚
障
害
者
等
へ
対
面
朗
読
サ 

ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
ほ
か
、
デ
イ
ジ 

ー
図
書
や
点
字
資
料
、
大
活
字
図
書
、

Ｌ※
Ｌ
ブ
ッ
ク
等
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
計
画
策
定
の
状
況
は
。

答　
国
の
基
本
計
画
が
未
策
定
で
あ

り
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、

調
査
、
研
究
に
努
め
た
い
。

 

平
和
行
政
・
平
和
教
育
に
つ
い
て

問　
本
市
の
児
童
生
徒
を
広
島
や
長

崎
の
平
和
記
念
式
典
に
派
遣
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
宿
泊
施
設
の
確
保
や
児
童
生
徒

の
体
調
管
理
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、

引
き
続
き
研
究
し
た
い
。

問　
現
状
と
し
て
の
欠
員
数
は
。

答　
民
生
委
員
は
、
東
部
地
区
が
３

名
、
中
央
第
一
地
区
が
８
名
、
中
央

第
二
地
区
が
５
名
、
中
央
第
三
地
区

が
５
名
、
西
部
地
区
は
０
名
の
計
21

名
の
見
込
み
で
あ
る
。

問　
定
数
の
取
り
決
め
は
。

答　
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
都
道
府

県
の
条
例
で
定
め
て
い
る
。

問　
今
後
の
欠
員
地
区
へ
の
対
応
は
。

答　
引
き
続
き
候
補
者
選
出
の
依
頼

を
し
て
い
く
。

問　
民
生
委
員
と
区
・
自
治
会
長
と

の
意
見
交
換
会
の
実
施
の
考
え
は
。

答　
坂
戸
地
区
で
は
連
携
を
図
る
機

会
と
な
っ
た
。
実
施
を
検
討
す
る
と

と
も
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

問　
報
償
費
の
増
額
の
考
え
は
。

答　
無
給
で
あ
る
が
、
活
動
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
の
補
助
と
し
て
市

が
支
払
っ
て
お
り
、
平
成
22
年
度
に

引
下
げ
、
西
部
11
市
中
９
番
目
の
額

で
あ
る
。
職
務
の
必
要
性
が
高
い
の

で
総
合
的
に
勘
案
す
る
。

問　
で
き
る
だ
け
長
く
活
動
し
て
も

ら
う
た
め
の
支
援
は
。

答　
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
活
動
に

つ
い
て
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
各
種
支
援
を
し
て
い
く
。

 

成
人
式
に
つ
い
て　
　
　
　

問　
私
立
中
学
進
学
者
等
に
参
加
し

づ
ら
い
と
の
意
見
が
あ
る
が
対
応
は
。

答　
受
け
付
け
は
中
学
校
ク
ラ
ス
単

位
だ
が
私
立
中
学
進
学
者
等
の
受
付

も
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
式
典
後

の
記
念
撮
影
は
、
全
体
写
真
に
な
る

よ
う
配
慮
す
る
。

問　
今
年
の
出
席
者
総
数
は
７
０
７

名
だ
が
１
会
場
開
催
に
戻
す
考
え
は
。

答　
当
面
現
行
通
り
だ
が
検
討
す
る
。

問　
法
律
上
18
歳
成
人
と
な
る
４
年

以
降
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
。

答　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
当
面

20
歳
の
節
目
で
行
う
考
え
だ
が
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
判
断
し
た
後
は
、

速
や
か
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
く
。

　
デ
イ
ジ
ー
図
書
等
に
つ
い
て

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

平
瀬　
敬
久

鈴
木　
友
之

田
中　
　
栄

野
沢　
聖
子

※

※デイジー図書…印刷物を読むことが困難な方のためのデジタル録音図書。音声を聞くだけでなく見出しから知りたいページへの移動等ができる。
※ＬＬブック…文字や本の内容を理解することが苦手な方でも分かりやすく読めるよう優しい文章や写真、イラスト等が用いられている本。
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一般質問　　一般質問の詳細は、ホームページでご覧いただけます 一般質問　　市民の願いを実らせるために
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準
用
河
川
谷
治
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

　
自
治
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

問　
８
月
中
旬
の
大
型
台
風
10
号
は
、

日
本
列
島
を
横
断
し
強
い
風
と
猛
烈

な
大
雨
を
も
た
ら
し
た
。
本
市
に
は

大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
９
月

の
台
風
15
号
で
は
一
時
的
に
大
雨
が

降
り
市
内
で
も
被
害
が
発
生
し
た
。

河
川
改
修
中
の
県
道
上
伊
草
坂
戸
線

の
一
本
橋
付
近
で
は
こ
れ
ま
で
何
度

も
近
隣
の
敷
地
内
に
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
集

中
豪
雨
も
考
え
ら
れ
る
が
、
台
風
等

の
豪
雨
で
度
々
出
水
す
る
準
用
河
川

谷
治
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
。

答　
本
河
川
は
、
河
川
断
面
が
狭
小

で
流
下
能
力
が
低
く
、
長
年
に
わ
た

り
浸
水
被
害
が
発
生
。
下
流
の
飯
盛

川
合
流
部
ま
で
の
延
長
１
７
０
０
㍍

の
区
間
改
修
を
進
め
、
県
道
上
伊
草

坂
戸
線
の
一
本
橋
の
架
替
区
間
を
除

き
、
護
岸
の
整
備
が
完
了
し
た
。

問　
９
月
の
台
風
15
号
で
、
河
川
改

修
区
間
上
流
に
あ
る
石
井
鬼
橋
調
整

池
は
早
朝
に
９
割
ほ
ど
た
ま
り
、
あ

と
数
時
間
の
降
雨
が
続
く
と
満
水
に

な
っ
た
の
で
は
と
心
配
し
た
が
、
早

期
整
備
に
つ
い
て
は
。

問　
自
治
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
ス
マ
ホ
決
済
等
は
支
払
い
時
の

煩
わ
し
さ
が
な
い
ほ
か
、
現
金
を
扱

う
こ
と
に
よ
る
受
領
金
額
等
の
過
不

足
の
リ
ス
ク
低
減
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
自
治
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
支
払
い
時
に
必
要
な
端
末
の
設

置
や
シ
ス
テ
ム
改
修
に
か
か
る
導
入

コ
ス
ト
、
運
用
・
維
持
コ
ス
ト
、
決

済
事
業
者
へ
の
手
数
料
等
の
経
費
負

担
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
市
民
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
要
望
や
意
見
は
。

答　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で

き
な
い
の
か
等
の
要
望
や
意
見
が
届

い
て
い
る
。

問　
本
市
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
の
考
え
は
。

答　
自
治
体
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
流
れ
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
在
、
多
種
多
様

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段
が
混
在
し

て
い
る
。
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら

困
難
で
あ
る
が
、
市
民
が
利
用
し
や

答　
残
り
の
改
修
は
、
県
道
の
一
本

橋
の
架
替
が
河
川
改
修
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
早
期
整
備
で
き
る
よ
う
県

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問　
県
道
上
伊
草
坂
戸
線
の
一
本
橋

付
近
の
最
近
の
浸
水
被
害
状
況
は
。

答　
平
成
28
年
の
８
月
の
台
風
で
準

用
河
川
谷
治
川
の
未
整
備
部
分
か
ら

溢い
っ
す
い水
、
県
道
が
冠
水
し
た
。

問　
浸
水
し
た
時
の
被
害
対
策
は
。

答　
隣
接
す
る
宅
地
へ
の
浸
水
対
策

と
し
て
道
路
上
に
土
の
う
を
設
置
し

た
。

問　
県
と
協
力
し
て
１
日
も
早
く
県

道
上
伊
草
坂
戸
線
の
一
本
橋
の
架
替

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答　
一
本
橋
付
近
の
浸
水
は
、
通
水

断
面
が
狭
い
こ
と
が
要
因
。
早
期
完

成
に
向
け
て
、
県
と
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

す
い
手
段
を
研
究
す
る
。

 

子
ど
も
の
い
じ
め
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
。

答　
平
成
30
年
度
は
、
小
学
校
５
９ 

７
件
、
中
学
校
80
件
、
本
年
度
７
月

末
現
在
、
小
学
校
１
２
６
件
、
中
学

校
46
件
で
あ
る
。

問　
友
人
関
係
問
題
が
理
由
で
不
登

校
と
な
っ
て
い
る
児
童
生
徒
数
は
。

答　
平
成
30
年
度
は
、
小
学
校
15
名
、

中
学
校
24
名
、
本
年
度
７
月
末
現
在
、

小
学
校
０
名
、
中
学
校
９
名
で
あ
る
。

問　
い
じ
め
の
救
済
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は
。

答　
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
本
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
教
師
の
指
導
力
を
高
め
、
資

質
の
向
上
を
図
り
、
根
絶
の
た
め
各

校
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問　
友
好
都
市
と
の
交
流
は
。

答　
協
定
締
結
後
、
毎
年
、
南
魚
沼

市
雪
ま
つ
り
や
坂
戸
よ
さ
こ
い
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
、
六
日
町
観
光
協
会
が

主
催
す
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
郷
」
子

ど
も
自
然
体
験
村
Ｉ
Ｎ
南
魚
沼
な
ど

を
通
じ
て
、
市
民
や
職
員
な
ど
の
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問　
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自

治
体
と
の
連
携
は
。

答　
県
内
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年

に
、
埼
玉
県
及
び
県
内
全
市
町
村
と

の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
埼
玉
県

内
市
町
村
間
の
相
互
応
援
に
関
す
る

基
本
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
。
県

外
に
お
い
て
は
、
新
潟
県
南
魚
沼
市

及
び
長
野
県
中
野
市
と
「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て

県
内
、
県
外
の
応
援
体
制
の
確
保
を

図
り
、
連
携
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

問　
今
後
の
取
組
は
。

答　
応
援
内
容
や
そ
の
手
続
の
協
議
、

人
的
交
流
等
を
通
じ
て
、
協
定
自
治

体
と
の
関
係
性
の
構
築
及
び
強
化
を

継
続
的
に
進
め
て
い
く
。

 

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

問　
女
性
の
活
躍
は
。

答　
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
活

躍
す
る
と
と
も
に
「
と
も
に
創
る
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

問　
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
。

答　
厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
毎
年

徐
々
に
だ
が
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
組
は
。

答　
社
会
全
体
で
取
り
組
む
仕
組
み

を
更
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
も
周
知
、
啓
発
事

業
に
力
を
注
い
で
い
く
。

　
友
好
都
市
、
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治
体柴

田　
文
子

新
井　
文
雄

内
田　
達
浩

虚礼廃止に関する決議について
　政治家が選挙区内の人や団体にお金や
物を贈ることは禁止されています。また、
有権者が政治家に対し寄附を求めること
も禁止されています。
　本市議会では「虚礼廃止に関する決議」
を行い政治浄化に取り組んでいますので
ご理解ください。

　政治家がお中元やお歳暮を
贈ることはできません。

※変更の可能性もありますので必ず
　お電話等でご確認願います。

12 月定例会は
11月27日開会の予定です。

１傍聴の受付は、市役所３階になります。
２傍聴申込書に住所・氏名を記入してください。
３傍聴席は32席です。
４本会議の開会時刻は原則として午前10 時から 
　です。
※本会議開会中は本庁舎１階市民ホールに設置さ
　れているテレビでも放映しています。

議会を傍聴してみませんか !

市民総合防災訓練の様子
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「議会の事業評価」を実施しました !

●選挙啓発事業（事業費：7 万 7 千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　本事業は、公職選挙法の第６条に基づく選挙に関する啓発、周知等に関する規定

に基づき、選挙時に限らず、平常時からの啓発活動を行うことにより市民参加の機
会拡大に向けた事業である。

　　　　　　�　未来の有権者である児童・生徒に選挙物資を貸し出すことは、投票への理解と関
心を高める目的として評価する。しかしながら、明るい選挙啓発ポスターは、応募
者数が少なく取り組み方の改善が必要と思われるので改善・効率化し継続すると評
価する。

　　　　　　�　他方、有権者を対象とした啓発事業の充実も図られたい。現行の選挙啓発チラシ
等の回覧及び広報において、期日前投票所の周知とともに、東西に長い本市として
は、現況の２か所に限らず、東部・西部地区への期日前投票所の拡充も一考すべき
である。

●青少年地域ふれあい事業（事業費：55 万 9 千円）
　議会評価＝拡充する
　評 価 説 明：�　本事業は、坂戸市子ども・子育て支援事業計画に基づき、小学校を会場に地域の

方々の参画で「放課後子どもげんき教室」を実施している事業である。
　　　　　　�　「地域のつながり」が希薄化している現況下、地域サポーターの協力で様々な交

流活動等が行われることは、有意義であると考える。
　　　　　　�　三芳野・勝呂・片柳小学校に加えて、大家小学校に事業拡大できたことは、大い

に評価できる。全ての児童が、放課後を安全で安心に過ごし多様な活動ができるよ
う、学童保育と併せての計画的な整備が必要である。

　　　　　　�　サポーターの確保が課題であるが、この事業の主旨を多方面に説明する働きかけ
をされたい。

●歴史民俗資料館改修事業（事業費：25 万 9 千円）
　議会評価＝終期設定し終了する
　評価説明：�　本事業は、坂戸市立歴史民俗資料館の設置及び管理に関する条例に基づき、来館

者の利便性及び職員の環境整備を図る事業である。
　　　　　　�　旧勝呂小学校校舎の歴史的建造物の評価は高く、建屋を後世に保存していくこと

は重要と考えるが、全国初の貴重な出土品等を収蔵し管理運営する環境としては、
　　　　　　�耐震・耐火・防犯上適していないと考えられるため、本事業は、終期設定し終了す

るものと評価する。
　　　　　　�　本市の偉人の方々の文化財等は、個人が分散保管している状況であり散逸を防ぐ

ためにも集約し、歴史的価値のある遺物や出土品、資料等を一元的に整備していく
べきである。歴史民俗資料館としては、坂戸市公共施設等マネジメント計画からの
例外的扱いも視野に入れ、新設や廃校となった公的ストックも含め、視聴覚障害者
等全ての市民を対象とした、観光に資する内容の整備が望まれる。

●生活困窮者自立支援事業（事業費：1,526 万 1 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：�　本事業は国が定めた生活困窮者自立支援法に基づく制度であり、生活保護に至る

前のセーフティーネットとして有効性・必要性が高いと考える。
　　　　　　�　相談件数の増加に伴い、就労支援、経済的支援、学習支援など、地域性や課題に

見合った方策を適切に講じる必要があり、そのため数値による検証や支援員の資質
向上等を図り、自立に向けた支援を更に拡充すべきと判断する。

●子どもの貧困対策推進事業（事業費：1, 628 万 6 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：�　子どもの貧困対策は、教育の支援、生活の支援、保護者の就労支援、経済的支援

など、総合的施策が必要な事業である。
　　　　　　�　特に対象となる子どもの学習の機会が、平等に提供されるよう、学習支援教室を

増やすなど適切な体制整備を講じるとともに、委託機関への検証・監視等も必要と
考える。

　　　　　　�　また、教育と福祉をつなぐコーディネーターの役割は重要であり、適切な配置と
ともに、子どもの居場所づくり等の課題にも庁内関係部局と連携し、「負の連鎖」を
断ち切るための総合的支援を、拡充すべきである。

●成人健診事業（事業費：6,321 万 4 千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　本事業は健（検）診の受診を通じて、各種ガンや生活習慣病等の予防と早期発見

及び早期治療につなげる、必要性の高い事業であるが、受診率の向上が課題である。
　平成30年度、肝炎ウイルス検診の自己負担を無料にしたことにより、受診率が大
幅に伸びたこと等を参考に、指定医療機関を増やしたり、申込み方法を改善（往復
はがきやＷｅｂを活用等）するなど、今後も受診率の向上のため、更に事業の改善・
効率化を図られたい。

●農業振興事業（事業費：1,173 万 1 千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　本事業は、土地利用型農業（稲作・麦作）を中心に認定農業者等担い手の経営安

定を支援し、地域の農業振興を図る事業である。坂戸市農業振興ビジョンの基本理
念は「食と健康を届ける活力ある農業の確立」であり、今後も担い手の確保と経営
規模の拡大に向けた経営改善の支援や農地の集積・集約化と農業基盤整備を一層推
進し儲かる農業の実現に努力いただきたい。

　　　　　　�　なお、農業従事者の高齢化と後継者不足が深刻な状況にある中で、認定新規営農
者は平成29・30年度ともに 1 経営体にとどまっている現状を考慮すると、今後もＪ
Ａ等関係機関との連携の強化を図るなどして、更なる事業の改善・効率を行いなが
ら継続すべきと評価する。

●道路維持管理事業（事業費 :1 億 3,640 万 9 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：�　高度経済成長時代に建設した道路が補修、再建設の時期を迎えていることもあり、�

舗装路面のひび割れや凹凸等、修繕を必要とする道路が増加傾向にある。本事業は
市民が生活する上において安全性、利便性の面で必要不可欠であり、大変重要な事
業である。

　　　　　　�　平成30年度末現在での舗装延長は506, 561. 55ｍと維持管理が広範囲に及ぶなか
適正な管理に努力している執行部を評価する。しかしながら、市民等からの改修・
修繕の要望は多く、  要望に応えるだけで当初予算額に不足が生じ、平成29・30年度
とも補正予算を編成し対応している現状にある。今後も市民生活を守る観点からも
市道の総点検と計画的な改修等工事を実施するなどして市道の適正な維持管理を行
うべく、事業の拡大が必要と評価する。

●住宅対策事業（事業費 :379 万 8 千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続する
　評価説明：�　本事業については、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で、人口減少等を踏ま

えた既存ストックのマネジメント強化として位置付けており、空き家改修工事補助
金・特定空き家等除却費補助金・多世代同居住宅改修等工事補助金・空き家バンク
事業の４事業が実施されている。多死社会を迎え空き家の発生は増加することが見
込まれており、空き家の発生を未然に防ぐ取り組みや空家の適正な管理が重要であ
るが、人口減少対策として空き家等を活用し子育て世代や若者等の転入者を増やし、�
定住を促進していくことも求められている。空き家の改修・除却補助事業のみなら
ず、多世代同居住宅改修等工事補助金等、人口減少を食い止めるための住宅対策に
ついて積極的な施策展開を図られたい。

　本市議会では、９月定例会において、市で行っている事業が的確に執行されているかをチェッ
クするため、平成30年度事業の中から次の９事業を選定し、事業評価を実施しました。
　その評価結果をもとに、次年度以降の予算編成の参考及び適切な対応が図られるよう、市長に
対し申し入れました。
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〈内容〉 9月定例会の報告（「市議会だより」を使って報告します。）
　　　・平成30年度一般会計歳入歳出決算、条例等の議案の審議及び審査結果
　　　 意見交換会（ぜひ、質問や意見をお持ちください。）

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
！

市
民
と
議
員
の
懇
談
会

議会報告会
議会報告会「市民と議員の

懇談会」は、４チーム４会場で

開催します。ご希望の

会場にお越しください

令和元年 月定例会の

決算議会報告です。

市民との意見交換

会も行います

文化施設オルモ

城山公民館

勝呂公民館

千代田公民館

１１月１６日（土）
午後５時～午後７時

１１月１６日（土）
午後５時～午後７時

１１月９日（土）
午後２時～午後４時

１１月１６日（土）
午後６時～午後８時

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

主 催 坂戸市議会
問合せ 坂戸市議会事務局

☎049-283-1331

古内秀宣

飯田恵 武井誠 猪俣直行

森田文明

藤野登

加藤則夫
鈴木友之

田中栄

吉岡茂樹

小澤弘 内田達浩

野沢聖子

新井文雄

小川直志 大澤初男

柴田文子

平瀬敬久石井寛
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10
月
12
日
に
通
過
し
た
台
風
19
号

は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

本
市
に
お
い
て
も
建
物
へ
の
浸
水
被

害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
議
会
と
し

て
、
全
力
で
復
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
９
月
議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
決

算
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議
会
と

し
て
平
成
30
年
度
事
業
の
中
か
ら
９

事
業
を
選
定
し
、
事
業
評
価
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
月
、
市
内
４
会
場
に
て
、

議
会
報
告
会
「
市
民
と
議
員
の
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」、参
加
し
て 

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る「
議

会
報
告
会
」
を
目
指
し
、
情
報
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。�

（
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員
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記
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集
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環
境
に
や
さ
し
い
植
物
イ
ン
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を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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